































※ 災 害 派 遣 福 祉 チ ー ムDWAT（Disaster Welfare Assistance Team） と は、「DMAT（Disaster 
Medical Assistance Team）の福祉版」といわれるように、福祉専門職で構成するチームを指す。時





Practice of Saitama DWAT（Disaster Welfare Assistance Team）

















取り組むため、2017（平成29）年 5 月26日に「埼玉県災害福祉支援ネットワーク」を設立し、同年 9
月19日に、県、県社会福祉協議会及び県内17の福祉関係団体により、埼玉県災害派遣福祉チーム（以





























































れるほどの大きさで、冷暖房完備である。男性14名・女性 3 名（11/ 3 時点）であるが、男女の生活
空間を分けることは難しく、全員で川の字になって寝ている状態である。車いすが必要な方に対して
（写真 4 　オアシスの 2 階部分）※囲み部分が避難先として利用している場所















































































































3 日おきに次のクールのDWATが入るたびに、朝から 1 時間近くミーティングで、利用者の特性や
現在の状況を説明しなくてはならなかった職員の負担や、職員よりも年上のDWATのチーム員やボ
ランティアに指示を出しづらく、逆に抱え込んでしまい泣いてしまう職員も見受けられた。また職員






































































3 ） 八木裕子（2018）「熊本地震におけるDCAT（災害派遣福祉チーム）に関する研究（第 1 報）」『ライフデザイン学
研究』№13：pp349-357
4 ） 篠崎良勝（2018）「被災地で行動した介護福祉士の記録～“気づかれない実践”を実践し続けた介護福祉士～」『介
護福祉』№111：11-18。
5 ） 八木裕子（2013）「災害ボランティアにおける介護福祉士の役割」『介護福祉』№89：100-108
